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小此木政夫教授略歴・主要業績

【
学
歴
】

一
九
六
九
年

－
一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
一
九
七
五
年

一
九
八
七
年

一
【
職
歴
】

一
九
七
一
年

一
一
九
七
五
年

一
九
七
八
年

一
九
八
一
年

一
九
八
二
年 小

此
木
政
夫
教
授
略
歴

三
月

三
月

八
月

三
月

六
月

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

慶
麿
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

延
世
大
学
大
学
院
政
治
外
交
学
科
博
士
課
程
研
究
生
（
交
換
留
学
）
（

1
一
九
七
四
年
三
月
）

慶
麿
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

法
学
博
士
（
慶
麿
義
塾
大
学
）

三八四四四
月月月月月

慶
態
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

ハ
ワ
イ
大
学
朝
鮮
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
）

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
中
ソ
研
究
所
客
員
研
究
員
（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
）

641 



慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
（
1
二
O
一
一
年
三
月
）

延

世

大

学

政

治

外

交

学

科

客

員

教

授

一

ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
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東
洋
学
研
究
所
客
員
研
究
員

慶
慮
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
（
1
一
九
九
九
年
九
月
）

現
代
韓
国
朝
鮮
学
会
会
長
（
1
二
O
O
四
年
一
一
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小
泉
総
理
諮
問
・
対
外
関
係
タ
ス
ク
フ
ォ
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員
（
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三
年
三
月
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慶
慮
義
塾
評
議
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1
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年
九
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慮
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大
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長
・
大
学
院
法
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究
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員
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1
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年
九
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福
田
総
理
諮
問
・
外
交
政
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勉
強
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委
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1
二
O
O
八
年
九
月
）

慶
慮
義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
現
代
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
1
二
O
一
一
年
三
月
）

慶
慮
義
塾
評
議
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1
二
O
一
O
年
一

O
月）
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交
流
・
共
同
研
究
事
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慶
慮
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塾
大
学
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学
部
政
治
学
科
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延
世
大
学
社
会
科
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外
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科
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の
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学
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日
本
国
際
政
治
学
会
、
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
現
代
韓
国
朝
鮮
学
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、
日
本
比
較
政
治
学
会
、
国
際
安
全
保
障
学
会
、
日
本
防
衛
学
会
一

【
受
賞
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八
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所
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学
会
｝
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夫
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共
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書
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編
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編
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央
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八
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鷹
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九
八
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本
国
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問
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九
八
八
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慶
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大
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年
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版
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O
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中
央
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年
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文
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北
朝
鮮
に
お
け
る
対
ソ
自
主
性
の
萌
芽
、
一
九
五
三
l

一
九
五
五
！
教
条
主
義
批
判
と
「
主
体
』
概
念
l
l
」

「
ア
ジ
ア
経
済
」
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
第
一
三
巻
七
号
、
一
九
七
二
年
一

「
民
族
解
放
戦
争
と
し
て
の
朝
鮮
戦
争

1
革
命
と
戦
争
の
交
錯

l
」
「
国
際
問
題
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
第
一
八
二
号
、
一
九
七
五
年

「
民
族
解
放
戦
争
と
し
て
の
朝
鮮
戦
争
｜
革
命
認
識
の
三
類
型
｜
」

『
法
学
研
究
』
慶
麿
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
四
八
巻
三
号
、
一
九
七
五
年

」
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米
国
の
朝
鮮
政
策
に
お
け
る
冷
戦
認
識
の
形
成
l
一
九
四
五
l

四
七
年
時
期
に
関
す
る
試
論
l
」

「
法
学
研
究
』
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
五
O
巻
六
号
、
一
九
七
七
年

「
国
際
問
題
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
第
二

O
九
号
、
一
九
七
七
年
一

『
コ
リ
ア
評
論
』
コ
リ
ア
評
論
社
、
第
一
九
八
号
、
一
九
七
八
年

【
英
文
書
籍
】

「
米
国
の
戦
後
朝
鮮
構
想
」

「
朝
鮮
半
島
の
戦
略
的
価
値
」
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鮮
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島

へ
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重

層
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ア

プ

ロ

ー

チ

」

『

中

央

公

論

』

中

央

公

論

社

、

一

九

八

O
年
四
月
号

一
「
米
国
の
朝
鮮
政
策
、
一
九
四
七
l

四
九
｜
米
軍
撤
退
の
決
定
を
中
心
に

l
」

『
法
学
研
究
』
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
五
四
巻
三
号
（
遠
峰
四
郎
教
授
退
職
記
念
号
）
、
一
九
八
一
年

－
「
朝
鮮
に
お
け
る
『
封
じ
込
め
』
の
模
索

l
戦
争
以
前
の
米
国
の
政
策
｜
」

「
冷
戦
期
ア
メ
リ
カ
外
交
の
再
検
討
』
（
季
刊
『
国
際
政
治
」
第
七
O
号
）
日
本
国
際
政
治
学
会
編
、
一
九
八
二
年

一
「
米
国
の
朝
鮮
戦
争
介
入
｜
地
上
軍
再
派
遣
の
決
定
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

「
現
代
中
国
と
世
界
ー
そ
の
政
治
的
展
開
！
』
（
石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）
、
慶
謄
通
信
、
一
九
八
二
年

「
朝
鮮
戦
争
へ
の
米
国
の
対
応
｜
地
上
軍
。
北
進
ψ

を
め
ぐ
る
論
議
｜
」

『
法
学
研
究
」
（
内
山
正
熊
教
授
退
職
記
念
号
）
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
五
六
巻
三
号
、
一
九
八
三
年

－
「
朝
鮮
戦
争
へ
の
米
国
の
対
応
｜
地
上
軍
ク
北
進
ψ

の
決
定
｜
」

『
慶
慮
義
塾
創
立
一
二
五
周
年
記
念
論
文
集
』
（
法
学
部
政
治
学
関
係
）
慶
麿
通
信
、
一
九
八
三
年

－
「
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
」
三
谷
静
夫
編
「
朝
鮮
半
島
の
政
治
経
済
構
造
』
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
八
三
年

一
「
韓
国
の
新
体
制
と
国
民
の
反
応
｜
第
二
回
国
会
議
員
選
挙
の
分
析
l
」

神
谷
不
二
編
「
北
東
ア
ジ
ア
の
均
衡
と
動
揺
』
、
慶
慮
通
信
、
一
九
八
四
年
一

「

米

国

の

韓

半

島

政

策

」

「

コ

リ

ア

評

論

」

コ

リ

ア

評

論

社

、

第

二

七

O
号
、
一
九
八
四
年

一
E
K
F
V
3
5
8同

MOB宮
の
号
。
。
口
問
R
o
m－

V
3ロ
同
巳
塁
。

5
1
2
Z
l項
目
。

gロ
m－

a－w
h
円。、

s
s弘－

phvぬ
と
お
き
益
、
。

S
F

叶四回。同
o
s
m同

MKFg。巳
g
Zロ
。
片
岡
ロ
件
。
『
ロ
巳
宮
口
包
同
色
忠
吉
ロ
タ
忌
∞
切
・

司
「
思
惑
の
バ
ラ
ン
ス
i
韓

国

的

民

主

化

事

情

！

」

一

九

八

五

年

六

月

号

「

韓

国

改

憲

政

局

に

異

変

あ

り

」

一

九

八

六

年

八

月

号

小此木政夫教授略歴・主要業績

『
中
央
公
論
』
中
央
公
論
社
、

『
中
央
公
論
」
中
央
公
論
社
、
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一
「
総
選
挙
に
み
る
韓
国
政
治
の
変
化
｜
第
一
二
回
国
会
議
員
選
挙
の
分
析
｜
」

『
法
学
研
究
』
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
六
O
巻
一
号
、
一
九
八
七
年
一

「
中
ソ
の
北
東
ア
ジ
ア
外
交
と
日
本
」
『
国
際
問
題
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
第
三
二
四
号
、
一
九
八
七
年

一
「
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
」
小
此
木
政
夫
・
赤
木
完
爾
編
『
冷
戦
期
の
国
際
政
治
』
、
慶
麿
通
信
、
一
九
八
七
年
－

「
工
業
化
の
政
治
力
学
」

一
服
部
民
夫
編
『
韓
国
の
工
業
化
｜
発
展
の
構
図
｜
』
（
ア
ジ
ア
工
業
化
シ
リ
ー
ズ

2
）
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
七
年
一

「

新

興

民

主

国

へ

の

道

程

」

『

国

際

交

流

』

国

際

交

流

基

金

、

第

四

七

号

、

一

九

八

八

年

一
「
一
慮
三
金
l
四

者

四

様

の

道

｜

」

『

中

央

公

論

」

中

央

公

論

社

、

一

九

八

八

年

七

月

号

一

「
慮
泰
愚
政
権
の
性
格
と
内
政
の
現
段
階
」
『
国
際
問
題
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
第
三
四
五
号
、
一
九
八
八
年

一
「
南
北
朝
鮮
関
係
の
推
移
と
日
本
の
対
応
上
呆
京
・
ソ
ウ
ル
・
平
壌
関
係
の
基
本
構
造
｜
」

『
朝
鮮
半
島
の
国
際
政
治
』
（
季
刊
『
国
際
政
治
』
第
九
二
号
）
日
本
国
際
政
治
学
会
編
、
一
九
八
九
年

一

A
Z
E
－t
a
g
s
B
5。
こ

8
g
i
g
－F
E
8
8
河
島
立
。
ロ

ω
H
E
－－S
E

E
匹
。
∞
。

5
・
3
p
s
s
h
引
き
R
E宇
一

立
3
・〈。戸

Hω
・
z。・
ω
・］｛匂∞∞・

一
「
ソ
連
の
『
新
思
考
外
交
』
と
北
朝
鮮
」
『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
都
市
出
版
、
第
一
一
一
号
、
一
九
九
O
年
一

「
統
一
問
題
の
将
来
と
日
朝
国
交
交
渉
」
（
韓
国
語
）
『
思
想
』
社
会
科
学
院
（
ソ
ウ
ル
）
、
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
一
年

一
「
朝
鮮
統
一
問
題
と
日
朝
国
交
交
渉
」
『
国
際
問
題
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
第
三
七
二
号
、
一
九
九
一
年
一

「
ソ
連
軍
政
初
期
の
金
日
成
政
治
・
組
織
路
線
｜
ク
民
族
統
一
戦
線
。
と
ク
独
自
の
共
産
党
ψ

を
め
ぐ
っ
て
｜
」

『
法
学
研
究
』
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
六
五
巻
二
号
（
神
谷
不
二
教
授
退
職
記
念
号
）
、
一
九
九
二
年
一

「
権
威
主
義
体
制
以
後
の
韓
国
政
治
｜
「
安
定
化
」
を
模
索
す
る
慮
泰
愚
政
権

1
」

『
韓
国
｜
変
革
期
の
政
治
と
行
政
』
、
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年
一

－

4
8
8
l
z。
耳
目
困
問

2
8ロ
z
a。
江
主
。
ロ

ω
沙門

Z
2
5
m
E
S
Z。
ロ
一
〉
ロ
。

2
2ぽ
戸
署
冨

8
4
g。
F
2
8品
同
庁

g
a
d司・一
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n
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「
法
学
研
究
』
慶
謄
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
六
八
巻
二
号
（
太
田
俊
太
郎
教
授
退
職
記
念
号
）
、
一
九
九
五
年
一

一
「
北
朝
鮮
共
産
主
義
の
誕
生
ー
そ
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

松
本
三
郎
・
川
本
邦
衛
編
著
『
ベ
ト
ナ
ム
と
北
朝
鮮
』
、
大
修
館
、
一
九
九
五
年

一
「
摩
擦
と
協
調
の
日
韓
関
係
！
感
情
的
議
論
を
排
せ

i
」
『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
都
市
出
版
、
第
八
六
号
、
一
九
九
五
年
－

「
腐
敗
一
掃
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
」
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
年
鑑
1
9
9
4』
ブ
リ
タ
ニ
カ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
一
九
九
五
年

一
「
北
朝
鮮
危
機
の
構
図
と
日
米
韓
の
対
応
」
『
国
際
問
題
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
第
四
三
三
号
、
一
九
九
六
年
一

「
韓
半
島
統
一
の
展
望
と
日
本
の
政
策
」
（
韓
国
語
）
現
代
日
本
学
会
編
ヲ
二
世
紀
の
韓
日
関
係
』
、
法
文
社
（
ソ
ウ
ル
）
、
一
九
九
六
年

一
「
朝
鮮
半
島
｜
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
へ
の
対
応
｜
」

小
此
木
政
夫
・
小
島
朋
之
編
著
『
東
ア
ジ
ア
危
機
の
構
図
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
七
年

一
「
朝
鮮
半
島
統
一
の
展
望
と
日
本
の
役
割
」
東
北
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所
「
東
北
ア
ジ
ア
の
動
向
と
日
本
外
交
』
、
悠
々
社
、
一
九
九
七
年
一

一

E
C
E
F
E
w－ロ
m
s
o
J『

v
z
w
m
Z
O
H
C巳
宮
島
問

2
8
8《こ
8
8・
寄
り
巳
島
。
。
ロ
m
E
B
S品
わ

FCロ
m
l
E
冨

g
p
a
ω
よ
同
な
な
さ
一

戸

会

官

凡

な

sbミ
可
お
お
お
さ
同
S
H
b
R
d
g
a
d巳
2
5
q同

M
g
g・
5
S
・

一

斗
州
壱
ωロ
2
0
同vo
－－ω唱。一
2
2
2
。
口
問
。
mFBO
ロヨ
g
s
w
ω
E
Z。
耳
目
困
問
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smww遭

ハ

UFロロ問。，一吉富。。
P
o
p－
q
a
n
r
a
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法
s
h
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h
S
R

－

b
い
還
ぬ
き
の
旬

S
ミ
ミ

sh円。
5
・J

円。ロ
ω
巴
巴
巳

2
2
s
p
g
m・
5
∞

∞

・

一

「
危
機
の
な
か
の
強
靭
な
政
治
体
制
」
小
此
木
政
夫
共
著
『
北
朝
鮮
ー
そ
の
実
像
と
軌
跡

l
』
、
高
文
研
、
一
九
九
八
年

一
「
朝
鮮
半
島
の
危
機
管
理
｜
予
防
外
交
の
提
唱
｜
」

添
谷
芳
秀
・
赤
木
完
爾
編
『
冷
戦
後
の
国
際
政
治
1

実
践
・
政
策
・
理
論
』
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年

一
「
東
ア
ジ
ア
の
地
域
紛
争
と
朝
鮮
半
島
」
添
谷
芳
秀
編
『
一
二
世
紀
国
際
政
治
の
展
望
」
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
一

「
北
朝
鮮
危
機
と
日
本
の
対
応
」
小
此
木
政
夫
編
著
『
金
正
日
時
代
の
北
朝
鮮
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
九
九
年

一

E図
。
可
。
ロ
内
田
任
命
的
g
Z
ω
C
C
R
〉
〈
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B
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小此木政夫教授略歴・主要業績

一
E
吋
同
凶
作

Z
。2
F
問。

5
8
n
E巳
ZD2mH話
回
ぱ
（
U
F
S
8
・3

4

司
。
回
目
。
口
。
ロ

mwa－－
MZF内

M
3
g
h
円。、

szミ
町
宮
内
宮
凡
な
札
句
E
H
S～
同
旬
句
義
一

一

ミ

phNqnpsミ守、
S丸
田
切
符

S
。
遺
号
。
σ。宮、
Q
H
e
p
冨・開－

gm弓
0
・
N
8
0
・

一

「
新
冷
戦
下
の
日
米
韓
体
制
l
日
韓
経
済
協
力
交
渉
と
三
回
戦
略
協
調
の
形
成
｜
」

小
此
木
政
夫
・
文
正
仁
編
『
市
場
・
国
家
・
国
際
体
制
』
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
一
年
一

一
「
朝
鮮
信
託
統
治
構
想
｜
第
二
次
大
戦
下
の
連
合
国
協
議

l
」

「
法
学
研
究
」
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
七
五
巻
一
号
（
山
田
辰
雄
教
授
退
職
記
念
号
）
、
二

O
O
二
年
一

「
日
本
の
外
交
戦
略
が
試
さ
れ
て
い
る
｜
国
交
正
常
化
と
投
致
疑
惑
の
は
ざ
ま
で
l
」
『
中
央
公
論
』
中
央
公
論
社
、
二

O
O
二
年
五
月
号

一
「
北
朝
鮮
問
題
の
新
段
階
と
日
本
外
交
！
対
米
補
完
的
連
携
を
目
指
し
て

l
」

『
国
際
問
題
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
第
五
一
八
号
、
二

O
O
三
年

一

「

北

朝

鮮

問

題

と

日

本

外

交

」

『

ブ

リ

タ

ニ

カ

国

際

年

鑑

2
0
0
3』
ブ
リ
タ
ニ
カ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
二

O
O
四
年
一

「
北
朝
鮮
問
題
と
そ
の
展
望
｜
世
界
性
と
局
地
性
の
交
錯
l
」

小
此
木
政
夫
監
修
「
在
日
朝
鮮
人
は
な
ぜ
帰
国
し
た
の
か
上
仕
日
と
北
朝
鮮
五
O
年

l
』
、
現
代
人
文
社
、
二

O
O
四
年
一

「
六
カ
国
協
議
が
閉
幕
し
て
｜
ブ
ッ
シ
ュ
外
交
は
成
功
し
て
い
る
の
か
1

」「
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
都
市
出
版
、
第
一
九
O
号
、
二

O
O
四
年
一

「
日
韓
関
係
の
新
し
い
地
車

l
「
体
制
摩
擦
』
か
ら
『
意
識
共
有
』
へ
1

」

小
此
木
政
夫
・
張
達
重
編
『
戦
後
日
韓
関
係
の
展
開
」
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
五
年
一

「
戦
後
日
朝
関
係
の
展
開
｜
解
釈
的
な
検
討

l
」

「
日
韓
歴
史
共
同
研
究
委
員
会
報
告
書
」
第
三
分
科
篇
・
下
巻
、
日
韓
歴
史
共
同
研
究
委
員
会
、
二

O
O
五
年
一

「
日
韓
国
交
正
常
化
の
現
在
的
意
義
」
現
代
日
本
学
会
（
韓
国
）
『
一
二
世
紀
日
韓
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
ビ
ジ
ョ
ン
』
、
二

O
O七
年

一
「
三
八
度
線
設
定
の
地
政
学
l
対
日
軍
事
作
戦
と
国
際
政
治
｜
」

「
慶
慮
の
政
治
学
』
（
国
際
政
治
）
、
慶
慮
義
塾
創
立
一
五
O
年
記
念
法
学
部
論
文
集
収
録
、
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
八
年
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「
核
兵
器
と
の
奇
妙
な
共
存
l
朝
鮮
半
島
の
地
域
秩
序
｜
」

小
此
木
政
夫
・
文
正
仁
編
『
東
ア
ジ
ア
地
域
秩
序
と
共
同
体
構
想
』
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O九
年

「
朝
鮮
独
立
問
題
と
信
託
統
治
構
想

l
四
大
国
『
共
同
行
動
』
の
模
索
！
」

「
法
学
研
究
』
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
八
二
巻
八
号
、
二

O
O九
年
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